
新年あけましておめでとうございます。 
  昨年は，生福小学校の教育活動に対する御理解と御協力をいただき，心から感謝 
申し上げます。お陰様で，楽しさいっぱい笑顔いっぱいの学校づくりを進めること 
ができました。職員一同，より一層，子どもたちの成長を目指して取り組む所存で 
すので，本年も皆様の温かい御支援を賜りますよう心からお願い申し上げます。 
           令和３年１月 生福小学校職員一同 

【学校だより １月号】 
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令和３年度のスタート！ 

                              校 長   菊谷 俊一 

 新年あけましておめでとうございます。令和３年「丑年」がス

タートしました。牛は昔から農業などで人間を助けてくれた大切

な動物です。大変な作業を黙々と最後まで働いてくれる様子から

丑年は「我慢」「耐える」又は，「これから発展する，芽ぶく前触

れ」というような年になるといわれています。 

 昨年はコロナで世の中が大変なことになってしまいましたが，

今年は，コロナも収束し，以前のような活動ができるようになる

ことを願ってやみません。 

 さて，９日（土）の生福地域の朝は，一面の雪景色に変わりま

した。（５年ぶりぐらいだそうです。）子どもたちは，手袋の上に

雪のおにぎりを大事そうにもち，キュキュッという音，ふかふか

の雪の感触を楽しみながら，笑顔いっぱいで登校してきました。

学校では，早速，雪合戦や雪だるまづくりが始まっていました。

子どもたちにとって，すてきなプレゼントになったのではないかと思います。 

ところで，「朱に交われば赤くなる」とか「墨に近づけば黒くなる」などのことわざがあるように，

とかく人は環境に影響されやすいものです。中国の孟子の母の教えにも「孟子三遷の教え」という

言葉があります。 

幼い孟子を育てるときの話で，初め商店の近くに住んでいたら商人のまねばかりする。次に，お

寺の近くに居を移すとお葬式のまねごとばかりするようになってしまった。ここも子どもを育てる

環境ではないと考え，今度は学校の近くに居を移した。すると，勉強をする遊びをよくするように

なったので，その場所に落ち着いたという話です。つまり，子どもによい環境を与えることがいか

に大切かという話で，後に孟子は「居は気を移す」と教えています。 

いくら子どものためとはいえ，孟子のお母さんのように三度も引っ越すことはなかなか困難なこ

とですし，お金をかけて環境を立派にするということでもありません。どんなに広い部屋，新しい

机でも，ごみの山になっていればいい気持ちはしません。狭い部屋でも，古い机でも，きちんと整

理整頓してあるならそれでも十分素敵な環境となります。もちろん家庭だけではありません。学校

も整理整頓に努め，子どもたちにとってよりよい学習環境づくりに努めているところです。 

さらに，この生福地域は，美しい自然，心温かい人たちに囲まれた素敵な地域です。「子どもたち

のためなら」ということで，これまでも学校の教育活動に協力をしてきていただいています。今年

もより一層，子どもたちの教育にとって最高の環境づくりに向けた取組を保護者や地域と協力しな

がら進めてまいりますので，どうかよろしくお願いいたします。 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

避難訓練（火災を想定した）をしました 

４日(木)  新１年生一日入学・入学説明会 
９日(火)  環境保全教室（４年生） 

       ＳＣ来校(13:00～16:00) 
１３日(土)  土曜授業日・なわとび発表会 
       学校運営協議会 
２４日(水)  ＳＳＷ来校(9:00～12:00) 
 

※１月行事に追加 

１５日（金）日本航空出前授業（４年生） 

１８日（月）音楽（琴）出前授業（４年生） 
２５日（月）小中一貫教育推進協議会 

   給食終了後，１３時頃下校 

２７日（水）アナウンサー出前授業（５年生） 

新たな決意！新学期スタート！ 

１月８日（金）に３学期が始まりました。
朝は雪が積もり心配されましたが，子どもた
ちはやる気に満ちた表情で登校してきまし
た。今回も画面を通しての始業式になりまし
た。児童代表で３年生の屋久満月さんは，家 
         のそうじを頑張ったこ 

と，３学期は計算に力 
を入れ，みんなと仲良 
くするという目標を， 
６年生の松田咲羽さん 
は，計画的に学習に取

り組み，間違った問題を別のノートに書き写
し復習したこと，３学期は生活のリズムを崩
さずに健康で充実した毎日を過ごしたい，と
いうことをそれぞれ発表 
しました。３学期はわず 
か５４日間しかありませ 
ん。一日一日を大切に過 
ごして欲しいと思います。 
 

 ９日（土）に体育館 

で家庭教育学級があり 
ました。今回は保護者 

の西中間大輔さんを講 

師にお招きし，「スポ 
ーツリズムトレーニン 

グ体験」を実施しまし 

た。最初は簡単な動き 
から，徐々に数種類融合していくにつれて難 

しくなり，頭と体が 

うまく反応できず
に四苦八苦でした。 

            しかし，リズムに乗 

って体を動かすの
は清々しく気持ち
のよいものでした。 

外は雪が積もり，体育館でも１２℃と寒い中
でしたが，汗を掻きながら親子で楽しく活動
できました。 

（保護者の感想） 
〇 目で見るのとやるのとでは大違い。広い
所でまたやりたい。 

〇 曲がのって，ノリノリ♪気分も上がりま
した。 

〇 リズムに合わせて体操ができ楽しかっ
た。脳トレもできてよかったです。もっと  

 難しいものにも挑戦してみたいです。 

 

 家庭教育学級の紹介！ 

鹿児島学習定着度調査実施！ 

プログラミング教育実施！ 

 毎年行われている鹿児島学習定着度調査を
５年生が実施しました。この調査は，基礎的・
基本的な知識や思考力・判断力・表現力にお
ける学力状況並びに学習状況を把握し，今後
の子どもたちの学力向上や指導方法の改善に
活かしていくためのものです。今回実施した
結果をもとに分析を行い，さらに充実した教
育活動が展開していけるように全職員で取り
組んでいきます。 

 

 ６年生が理科学習の一環で「ＭＥＳＨ」とい 
う教材を用いてプログラミ 

ング学習を実施しました。 

どのようにすれば目的が達 
成されるのか論理的に思考 

し，iPadに指示を打ち込み 

「タブ」を操作することで 
ライトを付けたり，プロペラを回したりしてい
ました。子どもたちは呑み込みが早く，次々に
新しいプログラムを作成していました。 
 

 

 
 

 

昨年１２月末，「とと・かかの会」の活動とし 

て「門松つくり」を実施しました。今年度はコ
ロナ禍でなかなか活動ができませんでしたが，
８組の親子が参加してくださり，１時間半ほど
で２対完成しました。学校運営協議会員の久保
さんには毎年竹を準備 

していただくとともに， 

生冠中二トン会の協力 
もあり，ありがたく思 

っています。年末年始， 

子どもたちや地域の皆 
さんにお披露目しました。このような活動が少
しずつできるように願っています。 

 

門松つくりありがとうございました！ 



 


